
        

 

未来に夢を描き、行動するシンクタンクへ 

www.ssf.or.jp 

すべての人にスポーツの楽しさを 

笹川スポーツ財団（SSF）は“スポーツ・フォー・エブリワン”を推進している公益財団法人です。 

                

 

2020 年 3 月 4 日 

報道関係各位 

公益財団法人 笹川スポーツ財団 

 

スポーツで世界をつなぐ、懐の深い国際人 
笹川スポーツ財団 スペシャルサイト 『スポーツ歴史の検証』 

 

第 89回 松浪 健四郎 氏 
（現 日本体育大学理事長、元 文部科学副大臣） 

 

「スポーツ・フォー・エブリワン」を推進する笹川スポーツ財団（所在地：東京都港区赤坂 理事

長：渡邉一利 以下：SSF）では、日本のスポーツの歴史を築かれてきた方々のお話をもとにスポーツ

の価値や意義を検証し、あるべきスポーツの未来について考えるためのスペシャルサイト「スポーツ

歴史の検証」を掲載しています。 

今年度は、2020 年東京オリンピック・パラリンピックを目前に控え、スポーツの変革に挑戦して

きた人びとをテーマにインタビューを行っています。シリーズ第 89 回目の今回は、スポーツ教育の

改革を行う政治家としてスポーツ界の発展に大きく貢献されました松浪健四郎氏にご登場いただき

ます。 

日本体育大学附属高等支援学校の開校をはじめ、あらゆる人々にスポーツの機会が開かれ、スポー

ツを通じて皆がつながれるよう尽力されている松浪氏には、日本の伝統的な武道に親しみ、レスリン

グの選手および指導者として国際的に活躍した過去がありました。 

産経新聞特別記者兼論説委員、佐野慎輔氏によるインタビューでは、そうしたさまざまな経験が今

の松浪氏の活動とどうつながっているのかを、浮き彫りにしています。ぜひご一読ください。 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

《プロフィール》 

松浪 健四郎（まつなみ けんしろう）氏 

1944 年生まれ。1968 年メキシコシティオリンピックレスリングの候補選手に選出された大学時代
を経て、教育者、次いで政治家としてスポーツ界の発展に貢献、現在は日本体育大学の理事長を務
める。スポーツを通じた青少年の人格形成、国際交流、および世界平和の実現をテーマに活動。 
 

佐野 慎輔（さの しんすけ）氏 
1954 年生まれ。産経新聞客員論説委員、SSF 理事／特別上席研究員。スポーツ記者を 30 年以上経
験し、日本オリンピックアカデミー理事、野球殿堂競技者表彰委員を務める。 

＜スポーツ歴史の検証＞概要 

【企画制作】公益財団法人笹川スポーツ財団 

【後  援】スポーツ庁、東京都、公益財団法人日本スポーツ協会、 

 公益財団法人日本オリンピック委員会ほか 

【特別協力】株式会社アシックス  

この件に関するお問合せ先 

笹川スポーツ財団 広報担当：竹下、清水 

TEL：03-6229-5300 info@ssf.or.jp 

 

「グローバル社会におけるスポーツ界が進むべき道」 松浪 健四郎 氏 
 

【公開日時】2020 年 3 月 4 日（水）10：00 一斉公開 
【U  R  L】http://www.ssf.or.jp/ssf/tabid/813/pdid/286/Default.aspx 

 スポーツ歴史の検証  で検索ください！ 

【主な内容】金メダリストのもとで多くを学んだ大学時代／人生の糧と
なった海外での刺激的な経験／政治家としての天王山は武道の必修化／
政治から教育の現場へ――奔走する大学スポーツの改革／進むべきはグ
ローバル社会におけるスポーツ発展の道  

mailto:info@ssf.or.jp

